
特別会計名
決算額

実質収支
歳入 歳出 差引

国民健康保険特別会計 22 億 6,743 万 8 千円 22 億 5,574 万 5 千円 1,169 万 3 千円 1,169 万 3 千円

交通災害共済特別会計 731 万 8 千円 181 万 2 千円 550 万 6 千円 550 万 6 千円

地方卸売市場特別会計 365 万 4 千円 324 万 1 千円 41 万 3 千円 41 万 3 千円

介護保険特別会計 23 億 6,408 万円 21 億 8,446 万円 1 億 7,962 万円 1 億 7,962 万円

後期高齢者医療特別会計 2 億 5,570 万円 2 億 5,480 万 7 千円 89 万 3 千円 89 万 3 千円

老人保健施設特別会計 6 億 2,657 万 9 千円 6 億 2,657 万 9 千円 0 0

漁業集落排水処理施設特別会計 4,226 万 9 千円 4,122 万 1 千円 104 万 8 千円 104 万 8 千円

簡易水道事業特別会計 5,141 万 5 千円 4,985 万 3 千円 156 万 2 千円 156 万 2 千円

〔表 12〕特別会計の歳入・歳出

健全化
判断比率

令和
４年度

令和
３年度

早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率
普通会計の赤字から
財政運営の深刻度を
みる比率

－
（赤字なし）

－
（赤字なし）

14.7 20.00 

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字
から財政運営の
深刻度をみる比率

－
（赤字なし）

－
（赤字なし）

19.7 30.00 

実質公債費比率
借入金の返済額等の
大きさから資金繰り
の危険度をみる比率

8.5 8.3 25.0 35.0 

将来負担比率
市が抱える借入金等の
残高から将来財政への
圧迫度をみる比率

－ － 350.0 

〔表９〕健全化判断比率

企業会計名 収益的 資本的

水道事業
収入 2億6,257万6千円 2,844万2千円

支出 2億2,710万5千円 1億7,029万7千円

病院事業
収入 3億8,969万8千円 1億4,050万2千円

支出 2億5,929万1千円 2億4,139万3千円

※資金不足比率　資金不足から経営状況の悪化の度合いを示す比率

特別・企業会計名 令和
４年度

令和
３年度

経営健全
化基準

水道事業会計

－
資金不足

なし

－
資金不足

なし

20.00

病院事業会計

地方卸売市場特別会計

漁業集落排水処理施設特別会計

簡易水道事業特別会計

〔表 10〕公営企業の資金不足比率

※企業会計　一般の会社と同じ方法でお金の管理を行う会計

〔表 11〕企業会計の歳入・歳出

※特別会計　特定の事業の会計で、お金の出入りをはっきりさせるために、一般会計とは別に管理するもの

財政状況

の公表

概要

市の
借金

基金 令和４年度末 市民一人あたり

財政調整基金 17 億 2,988 万 6 千円 12 万 8,626 円

減債基金 2 億 2,805 万 2 千円 1 万 6,957 円

その他の基金 33 億 3,336 万 4 千円 24 万 7,852 円

合計 52 億 9,130 万 2 千円 39 万 3,435 円

市債 令和４年度末 市民一人あたり

臨時財政対策債
※ 1 28 億 380 万 3 千円 20 万 8,477 円

その他の市債 61 億 7,111 万 7 千円 45 万 8,853 円

合計 89 億 7,492 万円 66 万 7,330 円

平成
29 年度

平成
30 年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

市債残高 96.2 億
円

96.9 億
円

99.6 億
円

98.6 億
円

94.1 億
円

89.7 億
円

市債残高
（※1を除く）

62.4 億
円

63.3 億
円

66.8 億
円

66.9 億
円

63.7 億
円

61.7 億
円

うち新規
借入額

13.7 億
円

9.9 億
円

11.9 億
円

8.7 億
円

6.0 億
円

6.1 億
円

平成
29 年度

平成
30 年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

基金
残高

39.8 億
円

39.0 億
円

43.4 億
円

42.1 億
円

48.5 億
円

52.9 億
円

うち財政
調整基金

15.4 億
円

14.8 億
円

12.0 億
円

11.2 億
円

15.0 億
円

17.3 億
円

〔表５〕基金の積立状況（令和４年度末現在）〔表７〕市債の状況（借入残高）

〔表８〕市債残高と新しく借りた市債の推移 〔表６〕基金残高と財政調整基金の推移

※減債基金　公債費（借金）の償還を計画的に行うの基金※ 1 臨時財政対策債　地方交付税の振替発行され、元利償還金は
　　　　　　　　　   100％交付税措置されることとなっています。

グラフで見る！グラフで見る！

※将来負担比率はマイナスのため「－」と表示
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と
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減
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よ
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改
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を
図
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７
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れ
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し
た
。

　

垂
水
市
の
各
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は
、
い
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れ
も
国
の

定
め
る
基
準
を
超
え
る
数
値
は
な
く
、
財

政
状
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は
健
全
な
状
態
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。〔
表
９
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の
資
金
不
足
比
率
に
あ
る
と

お
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
い
ず
れ
も

国
の
定
め
る
基
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を
超
え
る
数
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は
な
く

健
全
な
経
営
状
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に
あ
る
と
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企
業
会
計
決
算
は
〔
表
11
〕、
特
別
会

計
決
算
は
〔
表
12
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

概要概要

数値が
小さい

ほど良い

63.762.4 63.3
66.8 66.9

市債残高のうち新規借入額

市債残高（※１を除く）

52.9

15.0

6.0

61.7

89.7
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